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【５月】行田市春まつりと同時開催 

コミュニティセンターみずしろギャラリーに販売４団体が出展しまし

た。登録団体紹介コーナーも併設し、たくさんの方が足を止め、会場はとて

も賑わいました。 

【１１月】行田スカイランタンまつりと同時開催 

春まつりをパワーアップしたイベントにしようと、実行委員会を立ち上

げて３か月前から準備をすすめました。コミュニティセンターみずしろロ

ビーに販売６団体が出展し、ギャラリーにて７団体が活動紹介のパネル展

示を行いました。同時開催となったイベントとの連携も素晴らしく、コミュ

ニティセンター周辺に大きな賑わいが創出されました。 

 

２つのイベントを通し、他団体との交流やコミュニケーションが活発にな

りました。また、SNS とは違う、地域の方に直接活動を知ってもらえる機会

となりました。各団体からは「またやりたい！」との声が多く聞かれ、継続し

て開催していくことになりました。 

 

市民活動サポートセンター 

令和４年度取組み実績報告  

相談件数・登録団体大幅増 １ 
サポセンの利用が増えています 

三つ折りリーフレットを作成しました ２ 
サポセンを紹介する 

市民活動サポートセンターを紹介

する三つ折りリーフレットを作成し

ました。 

市内公共施設や関係各所に配架し、

このリーフレットでサポセンを知っ

たと相談に訪れる方が増えています。 

秋まつり同時企画として、サポートセンター内活

動スペースで「簡単！！キラキラ石けんワークショ

ップ」を開催しました。 

 ワークショップ冒頭でサポートセンターが普段

どんなことをしている場所なのか、市民活動とはど

んな活動なのかをわかりやすく説明し、参加者４１

名に市民活動について理解を深めてもらいました。 

市民活動フェアを開催しました ３ 
市民活動を盛り上げる 

※R４は４月～１２月現在 
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登録団体向けのサロン（意見交換・交流会） 

を３回開催しました。 

 

【第１回】春まつりコラボ企画みずしろ市民活動フェア開催案内 

     彩の国ボランティア体験プログラム活用について 

     行田市やる気応援助成金募集について 

【第２回】登録団体向けアンケート結果について 

     彩の国ボランティア体験プログラム 受入れ結果報告 

     彩の国市民活動サポートセンター「たまサポ」視察報告 

【第３回】市民活動フェア２０２２秋まつりの反省会 

     市民活動フェア２０２３春まつり開催（案）について 

 

サロンの冒頭では、新規登録団体の紹介を行い、団体間の交流・

つながりが持てるよう図っています。 

第２回サロンでは、登録団体向けアンケートの結果を受け、団体

からのイベント情報や協働で行いたいと思っている企画などを団

体間で共有しました。 

また、市への後援申請のメリットを

説明し、活用を促進した結果、団体のイ

ベントへの後援申請が増加しました。 

 サロンニュースレターを毎回発行

し、サロンに参加出来ない団体にも情

報を共有しています。 

 

こども食堂・フードパントリー開催団体交流会を行い、情報共有、

ネットワーク作りを促進しました。 

みずしろサロン ４ 
団体間のつながりが増加 

市内 NPO 団体との共催・協働実績報告 ５ 
団体の活動にも積極的に参加 

＜主な共催協働実績＞ 

【協働】社会福祉協議会の彩の国ボランティア体験プログラム２０２２に市民

活動団体１０団体が参加（８～１０月） 

【協働】進修館高校『行田學』フィールドワークのサポート（１月） 

【協働】市主催国際交流事業内で行田外国語観光ボランティア会がクイズを実

施（１月） 

 

サポセンスタッフが実際に団体の活動に

参加・取材を行うフィールドワークに今年度

も力を入れ、取材を行った団体を隔月発行の

サポートセンター通信で紹介しました。 

また、彩の国市民活動サポートセンター主

催、埼玉市民活動サポートセンターネットワ

ーク研修会に積極的に参加し、職員のスキル

アップ、他市との情報交換も行っています。 

今後も各団体に寄り添う支援を行い、団体

間のマッチング等、人材バンクの機能充実も

目指していきます。 

 


